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銅滑動環の過渡V－i特性

遠　藤

内　藤
　　（1952

耕　喜

正　本
July）

’II］t・ansient　v4　chftc　racteristics　of　Copper　Slip－ring．

K6kl’　E．x’i）6

Masamoto　N．x［rv－o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　For　th’e　purpose　of　contributing　to’the　commu’LLatjon　theory，　experimental　results

on　the　．transient　v－3　characteristics　of　copper　slip－ring　using　the　rectangular　tria’ngle

type　pulse　，　cur；ents　of　which　width　are　from　O．7　to　5　msec　are　described．

　　　　　　　　　　　　　　　　　1．緒　　　　　言

　　刷子曝潔輪に騨暴せんど3る｝抽で銅滑動環に繍る刷子の輝渡Y層i特1脈開す碓

験を行ったので1　こ1（報告する◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　2．實　験　方　法

　　直復9．5cm，厚さ0．9cmの銅滑動環懸儲1農二に8．5×7．2×22mm　3の供試刷子を一：箇だけ載1

せ，電流並に電続用端子としては黒鋳｝銅捌子を二面附測に取イ寸けて、澗速約9m／Sにて圓1陣

さ・せ，供試刷子に0．7～5msの編をもつ直　　　　　　　　osc・ve「t・’axis

緊

角三角形型のパルス電流を流し，そのv，f

をブラウン管の爾軸上にi導き，v－i特性を

直接に求める方法をとった。滑動環の周邊

速度，パルス幅及び1秒間に與えるパルス

激は共に可漿と．した。乙の實験装置は第ユ

岡に二示される。

　　電源と同期してV・る三期接燭器によ

り水銀整流器のグリッドに正のパルスを

與えて直角三角形型のノミルス電流を得た。
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第1圃　蟹i瞼装置の結線｝避
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3・實験　績　果

　　〔1）謙止時のv－i特i性は第2岡a．

に示す様に實験誤差の範園で雫滑な直

線となり，且摺動時聞が長く摺合せが

良好となる程電厘降下は小く汝る氏．叉一・・

一般的傾向として無定形，電氣黒鉛，

天然黒鉛の順序に：なって無定形表素の

電墜降下が一番大きい。

　、（2）町中接鰯は最高10m／爵とで測

定したが1dm／sとも思れる様な低速

第2圃　a．艀止時のv－i特性

　　　b．摺三時のV－i特性

跳噌醗・瞬臓明瞭騨が諦られ第咽励線の様な上凸1騰肱る・周速が大とな

るにつれて，刷子の振動の様な2次的現象の爲に曲線。）形が複写化し七の形は絶えず激しく攣

動ずる。然し「 ｻの電厘値の雫均値は低速の場合と大差なく速度上昇と共に極ぐ僅か増加する傾

向にある。高周邊速度における一見全く不規則な波形のv－i特性も，若しも滑動環の回輔とパ

ルス電流とを同期させ滑動環の同一箇所でパルスを流す様にするとブラウン特上の像が固定し

て《る。このこ、とは励子の学事が滑動環の面の機械的状態によって惹起さge　f，．その位置特有

の振動？一する事を意味するものであり一回輔を周期として殆ん．ξ同「の耀勲牟得られる9過渡

v－」特性と定常v－1特性との差は前者が後者よりも攣曲度が著しく小くて直線に近いことであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　（3）各種刷子の過渡v－i特性

　　無定形炭素の場合には滑らかな上凸曲線に比鮫的低周波の波とかなり高周波の波が交互に

重盤した形となって観察された。是は滑動跳上で刷子が低周波数で振動する所と高周波敏で振

第3圖　無走形炭素のチャタリング

動ずる所があるのに因ると思われる。

又無定形炭素においてはチャタリング

が時々生する。その起り方は無電流時

に最も起り易ぐ通電時は起り難いヵ㍉・

プラス電流（刷子→滑動環）において時

k生じマイナス電流（滑動環→刷子）に

ては滅多に生じない。チャタ・リングを

．起した時のv－i特憐は軍純な上凸曲線

でなく勧∵多くρ灘含んだ不規則な形となる・チャタリングの際に刷子が滑動環爾突す
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る瞬間には挙常運韓時よりも實質的には刷子膣が幽き’くなる様が観察され，又チヤタリ1シグが

烈しくなるζ肝胆嬬弧魎即し）’1　・／　　　　．
　　つぎに雷氣黒鉛におや・七は雫滑な上凸曲線とこれに正弦波振動の量愚した曲線とが周期的

に繰返して認められた。

　　叉天然騨に瀞ては蝿欄即所で著しく・E凸曙曲しその後囎らか舳線となっ

た。振動のないのけ辛々粘性の大きいのに因るのでぱなV・かと思われる。

　　以上各圃子共一見複雑で統一性がないかに見られろ過渡v－i特性は輩純な特性の組合せで

ある事が判明した。

　　（4）電流パ・墜の大さの影響

　　パルス幅を一定として・糖ス電流

の尖頭値を攣化すると各種刷Ti共嶺性

を攣へても，第4圖に示す檬にパルス

電流尖頭値が小さV・場合には電璽降下

の傾斜は大きいが，尖頭値が大ぎくな

ると電厘降下の傾斜は小さくなる。

しかしパルス電流の尖頭値を種々攣へ

　　第5圖dg／dt一淀，電th，［直帯化の場合のv－i特性

もの，bはパルスと同方向に直流を重聲したもの，　cはパルスと反遡方向に直流を重豊した場

合である。即ちパルスL重愚の直流が同方向であれば電墜降下は小さく．なり，反封ヵ向であれ

ばそ4）v－」曲線にぽパルスq）みの曲線と押鮎ヵ『生じ，　　v

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
この黒占より電流の小さv・所では無重愚の場合よりも電∫．、1；、．．．．

璽三下は小さくなり，交黒占よりも大なる電流値では無

重畳の場合より大きくなる。實瞼によればとの交黙の

示す電流値は重冒した直流値と一致する。

　　附記　本町験に引導きパルス幅50μs以下のでミル

ス電流による銅滑動環の過渡v－i特性に馴して目下貴

第4圖　パルス幅r定，電流値
　　　攣化の場合のV－i特性

てもパルス電流のdg／dt（g　i電流密度，・

t＝時聞〕が一定となる檬kし℃V－j曲

線を求めると得られた敏個の曲線は實

駒誤差の範課内では一一ikして一曲線に

　ま丑史る。

　　〔5）直流と・8ルスを重畳した場合

　　第6圖のaはパルスのみを通した’
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　第6圖’直流と♂Wスを重煙’．　1・

　　　　　した場合のv－i特科．

験中であるが．，’此れらゐ實験はすべで電氣工學科二二授の御懇切なる御指導によって行ったも

みであ．岨賄いつつあ肺ので融撫・深勘謝意俵明す欲第である・’


